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　2020年ももうすぐ終わりですなぁ。て
っきりオリンピックが展開され、大阪万博
へ向けてより浮足立って行くんじゃないか
と思っていたのに、まさかcovid-19に振
り回されて終わってしまうなんて、誰が予
想したでしょうか。まあ「AKIRA」はそん
な感じの未来を描いていたわけではありま
すから、大友先生は予想というか想像とい
うかしてたわけですが、それはこっちに置
いといて、とにかく「一寸先は闇」という
わけですね。波動関数の時間展開から考え
ると過去と未来は等価値のハズですが、な
ぜか我々は過去を知ってるにもかかわらず、
未来は知っていません。波動関数はとりう
る歴史を記述しますが、どの歴史を選択す
るかは測定しないとわからないのです。こ
のあたりの事情が反映されていないのは、
そもそも現実を記述するツールとしてまだ
追加可能な要素があるのか、あるいはそも
そも波動関数という表現形式では収まらな
いのが現実なのかわかりませんが、とりあ
えずマクロな存在たる我々としては、状況

に対応するしかありません。未来は不可知
として受け止めるしかないでしょう。ウィ
ルスに対抗できない現状ではスタローン主
演の「デモリションマン」な世界（まあ冷
凍カプセルにはそっと目を閉じておきまし
ょう）が展開されているわけですが、これ
がこのまま継続するのか、あるいは窒息上
等、ソーシャルディスタンス何それ美味し
いの？状態で極限まで人間を詰め込んだ、
平米1トンウサギ小屋ソーシャルスケール
に戻るのかは、観測してみないとわかりま
せん。
　幸い前回のパンデミックから100年ほ
ど経った現在、コンピューターネットワー
クが普及して、物理接触を伴わずとも情報
の加工をできるようになってきました。
　2020年、ビデオチャットがすでに開発
され競争していた状態にあったのは幸いで
した。国土が広いアメリカでは移動時間を
省略できることに大きな価値があるのです
が、企業の中枢が片道15分圏内に密集し
ている東京では、ビデオチャットのセッテ

ィングにかかる時間で相手の会社に着いて
しまったりするため、出張距離の相手との
やり取り以外では正直あまり普及していま
せんでした。それでも使えるようになって
いたため爆発的に普及したのは素晴らしい
ことではないでしょうか。従来であればそ
れでも出かけて大惨事になってたところだ
と思います。一つには、もはや企業がそう
いった人員を抱えられる状況にはなかった
こともあるでしょうが、ネットワーク帯域
が拡大したおかげで、無料のビデオチャッ
トでもそれなりの情報量が得られるように
なったことも大きいでしょう。もっとも、
筆者は映像をオフにしたビデオチャットで、
パンツ一丁かつ鼻ほじりながらチャットし
てるパターンが多いですが。
　ビデオチャットでは、会議室間の物理移
動にかかる時間が不要です。アカウント切
り替えなどに必要な時間はあるものの、物
理会議に比べると飛躍的に短時間で別の会
議に参加することができます。さらに、複
数の会議に同時に参加しておいて、ミュー
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　すみません、これだけは言わせて下さい。霜田光一先生、百寿
おめでとうございます（拝）。いろんな大学やら研究所やらの重
鎮な方々が、先生の実験をキラキラした眼で、ニコニコしながら、
食い入るように見つめてる姿は、いつ見ても胸に迫るものがあり
ます。惹きつけてやまない先生の重力場による相対論的効果で時
定数が伸びますように（拝）。
　さて、sshなどでリモートログインするとき、ログアウトする
前にはログインセッションを終了させる必要があります。通常は
exit とかするわけですけど、exit 以外にもCtrl+D（コントロー
ルD）を打つという手があります。Excel のショートカットだと
ひとつ上のセルをコピーですが、シェルなどでは別の意味があり
ます。

Ctrl+D
One Point BUZZ WORD

　ログインセッションには標準入出力が接続されているわけです
が、このプロセスは標準入力が閉鎖されると終了します。Ctrl+D
は「入力終了」の意味があるので、受け取ったプロセスは終了し、
ログインセッションが終了するので、結果的にログアウトする、
ということです。
　リモートログインする場合、IP制限などがあるため、一旦制限
の緩いサーバにログインしてから、目的のマシンにリモートログ
インするということをよくやります。この場合、最初のサーバは
「踏み台」などと呼ばれるわけですが、作業の途中で別のマシン
の設定を変更する必要があったりして、こうしたリモートログイ
ンの連鎖を数個重ねることは珍しいことではありません。最初の
数台は大丈夫なんですけど、そのうち自分がどこにいたのかわか
らなくなることはよくあります。とりあえず最初の踏み台に戻ろ
うとしてCtrl+Dを連打していくと、そもそも踏み台サーバから
もログアウトしてしまい、呆然とすることがよくあるわけですよ。
伊之助ナイス。ということを「うまい！」を観ながら思いました。
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トする会議を切り替えてつまみ食いするこ
ともでき、会議がかちあった場合でも多少
融通がきくようになります。特に、放って
おくと明らかに不合理な決定がなされてし
まいそうな会議にどうしても都合がつかな
い場合、いざというときに声を上げること
ができて便利です。もっとも、ミュートし
てる間に話が進んでしまっては意味がない
わけですが、その意味で状況を掴むための
ヒントとしてのビデオは重要です。
　このあたり、将来的には発言内容が即座
に自動で文字列化され、字幕的に表示され
るようになるのでしょう。もしかしたら要
旨にまとめてくれるかもしれません（もっ
とも、大部分の会議はまともな要旨が作れ
るほどしっかりした進行にはならないとは
思いますが）。音声は 1 次元のメディアで
あるため、継続して聞き耳立てていないと
情報を受け取ることができませんが、文字
は二次元で展開されるため、「そこらへんど
うですかね？」と聞かれたタイミングで慌
てて文字を読み、状況を把握することがで
きるので便利です。まあぼーっとしてない
にしても、複数の会議を同時にワッチしよ
うと思うと、テキストの利便性は大変高い
と言えましょう。初期インストールでは 1
次元のコミュニケーション手段しか実装さ
れなかった人類が手にした二次元コミュニ
ケーションツールなのですから、有効に使
いたいものです。
　アシモフの「はだかの太陽」に出てくる
ソーシャルディスタンス国家「ソラリア」
では、一人の人間を数万のロボットがささ
える社会となっています。21 世紀の現代、
残念ながらそこまで稠密なサポートはない
ものの、気づけば部屋の中に数十ぐらいの
CPU がころがっているのではないでしょう
か。スマホの中には数コアあるわけですし、
家電の大部分は CPU で制御されています。
現在これら大部分のコンピュータはスタン
ドアロンで稼働しているわけですが、ネッ

トワークに接続しようと思えば割と簡単に
接続できるはずです。それをしないのは、
安易にネットワークに繋げてしまうと、脆
弱性をつかれて危険だからでしょう。いや
まあ、それ以前にネットワークプロトコル
スタックを追加するコストが無視できない
のでやらない、というのが多いでしょうが
...。
　機械学習的な情報処理が基本になってく
ると、スタンドアロンな機材だけで処理を
させるのは徐々に困難になっていくものと
思われます。なにしろスタンドアロンなの
で、せっかく学習した情報もその機材が壊
れると失われてしまいます。ユーザーの方
でも、その機材が学習した状況を前提とし
て生活が組み立てられているため、まっさ
らな機材を持ってくるといきなり不便にな
ってしまいます。我々パソコン黎明期を生
き抜いた世代はその寂しさをフロントエン
ドプロセッサの辞書喪失や OS の仕様変更
で読み込めなくなったデータなどで何度も
体験して諸行無常なわけですが、スマホネ
イティブな世代には想像できないことかも
しれません。まあそうして滅んでいくのが
美しいという向きもあるでしょうが、そこ
はやはり喪失しても瞬時に再生する、鬼の
ようなコネクテッドな状況が望ましいでし
ょう。
　機械学習の成果
をどう保存して次
の機材に持ってい
くのか、機材それ
ぞれの実装状況の
違いをどうやって
乗り越えるのか、
といったあたりは
今後の課題になっ
て い く で し ょ う
が、おそらくはデ
ファクトスタンダ
ードによって解決

されるのでしょう。パソコンの ROM ルー
チン互換性の問題は、PC/AT の爆発的普及
により事実上存在しなくなりました（Mac
は残りましたが）。パソコンの OS による互
換性の問題は、MS-DOS の爆発的普及に
より事実上存在しなくなりました（MacOS
は残りましたが）。ハードウェアの仕様違い
による互換性の問題は、windows の爆発的
普及により不問となりました（Mac は互換
ハードを締め出す方向でしたが）。ガラケー
による継続性確保の問題は、android の爆
発的普及により気にならなくなりました（も
っともスマホというコンセプトは iOS が発
掘したわけですが）。このあたりはすべて、

「継続性は神」の名のもとに多様性が駆逐さ
れた結果実現されたものです。それでも完
全に多様性が消えたわけではなく、常にそ
の一方には Apple がいて目を光らせている
のが素晴らしいですね。もっとも、Apple
は「変革こそ神」の名の下、互換性を気に
しておらず、ロイヤリティの高いユーザー
も血を吐きながら付いてくから成立してい
るわけではありますが。まあそんなこんな
で大変な 1 年になりそうですが、今年も何
卒よろしくおねがいします。

新設、リニューアルに関わらず
何でもご相談ください。
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